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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月23日(2016.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおけるハンドオーバを実行するための方法であって、
　ソースアクセスシステムがターゲットアクセスシステムにソースセルの情報を通知する
ステップと、
　前記ソースセルがターゲットセルに対して不適切なＲＡＴ間のハンドオーバをトリガー
リングすることを前記ターゲットアクセスシステムが感知する場合、前記ソースアクセス
システムが前記ソースセルの情報を含むメッセージを前記ターゲットアクセスシステムか
ら受信するステップと
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ソースセルの情報は、ハンドオーバ準備を通して前記ターゲットアクセスシステム
に送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ソースセルの情報は、前記ソースセルのセル識別子を有することを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ソースアクセスシステムは、透過コンテナを通して前記ターゲットセルが属する基
地局に前記ソースセルの情報を送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ソースセルの情報は、前記ソースセルが属するＴＡＩ（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅ
ａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に対する情報をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記ソースセルの情報は、
　前記ソースセルが属するＬＡＩ（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ａｒｅａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、
前記ソースセルが属するＲＡＣ（ｒｏｕｔｉｎｇ　ａｒｅａ　ｃｏｄｅ）、前記ソースセ
ルが属するＲＮＣ（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）の識別子、前
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記ソースセルが属するＲＮＣの拡張された識別子の中の少なくとも一つをさらに含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　通信システムにおけるハンドオーバを実行するためのソースアクセスシステムであって
、
　ターゲットアクセスシステムにソースセルの情報を送信する制御器と、
　前記ソースセルがターゲットセルに対して不適切なＲＡＴ間のハンドオーバをトリガー
リングすることを前記ターゲットアクセスシステムが感知する場合、前記ソースセルの情
報を含むメッセージを前記ターゲットアクセスシステムから受信する送受信器と、を含む
ことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　前記ソースアクセスシステムが前記ソースセルの情報をハンドオーバ準備を通して前記
ターゲットアクセスシステムに送信することを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ソースセルの情報は、前記ソースセルのセル識別子を含むことを特徴とする請求項
７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ソースアクセスシステムは、透過コンテナを通して前記ターゲットセルが属する基
地局に前記ソースセルの情報を送信することを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ソースセルの情報は、前記ソースセルが属するＴＡＩ（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅ
ａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）　に対する情報をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の
システム。
【請求項１２】
　前記ソースセルの情報は、
　前記ソースセルが属するＬＡＩ（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ａｒｅａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、
前記ソースセルが属するＲＡＣ（ｒｏｕｔｉｎｇ　ａｒｅａ　ｃｏｄｅ）、前記ソースセ
ルが属するＲＮＣ（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）の識別子、前
記ソースセルが属するＲＮＣの拡張された識別子の中の少なくとも一つをさらに含むこと
を特徴とする請求項７に記載のシステム。
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